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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多糖類と有機ポリシロキサン－ポリオキシアルキレンポリマーの組み合わせを含有する
油相と、水相とを含む水中油型エマルジョン。
【請求項２】
　請求項１に記載の水中油型エマルジョンを含む化粧用組成物。
【請求項３】
　前記油相は、エマルジョンの質量に対して０．１～９５質量％の多糖類およびエマルジ
ョンの質量に対して０．１～５０質量％の有機ポリシロキサン－ポリオキシアルキレンポ
リマーを含む請求項１または２のいずれかに記載の組成物。
【請求項４】
　前記多糖類は、アミノ－多カルボキシレートデンプン誘導体、キサンガム、ヒドロキシ
エチルセルロースおよびヒドロキシプロピルデンプンフォスフェートから成る群から選択
され、前記アミノ－多カルボキシレートデンプン誘導体は、以下の構造
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【化１】

（式中、ＳＴ－Ｏはデンプン分子または化工デンプン分子を表し（ここで無水グルコース
単位のヒドロキシ基の水素は以下のように置換されている）、
　ＲはＨまたはＣＨ3であり、
　Ｒ’はＨ、ＣＨ3またはＣＯＯＭであり、
　Ｍは、Ｈ、アルカリ金属、アルカリ土類金属およびアンモニウムから成る群から選択さ
れた陽イオンであり、
　ｎは２または３であり、
　Ｒ”はＨまたは炭素原子数１～１８のアルキルである）、
の一つを有し、
　前記有機ポリシロキサン－ポリオキシアルキレンポリマーは式
【化２】

（式中、ｌは０～２００であり、ｍは１～４０であり、ｎは１～１００であり、ｙは４～
４０であり、ｚは０～４０であり、ｙ：ｚの質量比は１００：０～０：１００であり、Ｒ
は、水素、炭素原子数１～１６のアルキル、アルコキシおよびアシル基から選択される。
）
を有する請求項１～３のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　式ＩＩの有機ポリシロキサン－ポリオキシアルキレンポリマーは、１０～４０のｌ、１
～１０のｍを有し、（Ｃ2Ｈ4Ｏ）y（Ｃ3Ｈ6Ｏ）z基の分子量は１５０～３０００であり、
Ｒは水素またはＣＨ3である請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　前記多糖類は式Ｉのアミノ－多カルボキシレートデンプン誘導体である請求項４または
５に記載の組成物。
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【請求項７】
　式Ｉのデンプン誘導体において、各Ｒ、Ｒ’およびＲ”はＨであり、ＭはＨであり、ｎ
は２である請求項４～６のいずれかに記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
発明の背景
本発明は、乳化剤としての多糖類、例えば、アミノ－多カルボキシレートデンプン誘導体
とジメチコーンコポリオールの組み合わせを含有する油相と水相とを含む化粧用組成物中
で用いるための安定な水中油型エマルジョンに関する。
【０００２】
エマルジョンは、一方が他方に分散している二種の不完全混和性液体から成る二相系であ
る。最も一般的なエマルジョンは油と水のエマルジョンであり、二つの型のエマルジョン
、すなわち、油滴が水に分散しているエマルジョン（「水中油」型エマルジョン）および
水滴が油に分散しているエマルジョン（「油中水」型エマルジョン）が存在する。本発明
は、水が連続相であると共に油が分散相または不連続相である水中油型エマルジョンに関
わる。
【０００３】
水中油型エマルジョンは、美観的特徴および優雅さと触感などの外観的特徴を与えるのに
役立つので化粧用および外皮用の組成物または用途、特にスキンケア組成物、ヘアケア組
成物およびボディケア組成物中で広く用いられている。しかし、これらの水中油型エマル
ジョンは、皮膚刺激またはアレルギー反応を引き起こしうると共にエマルジョン配合物中
の他の成分と相溶性でない場合もある公知の種類または古典的な種類の界面活性剤または
乳化剤を含有することが多い。
【０００４】
従って、必要とされるものは、安定且つ適合性であり、皮膚刺激およびアレルギー反応な
どの問題の発生を回避し、そして化粧用組成物中で特に有用である水中油型エマルジョン
である。
【０００５】
発明の概要
本発明は、化粧用組成物中で有用であると共に、乳化剤としての多糖類、例えば、アミノ
－多カルボキシレートデンプン誘導体とジメチコーンコポリオールの組み合わせを含有す
る油相と、水相とを含む安定な水中油型エマルジョンに関する。
【０００６】
より詳しくは、本発明は、
ａ）エマルジョンの質量に対して約０．１～９５質量％のアミノ－多カルボキシレートデ
ンプン誘導体、キサンタンガム、ヒドロキシエチルセルロースおよびヒドロキシプロピル
デンプンフォスフェートから成る群から選択された多糖類、そこで、前記アミノ－多カル
ボキシレートデンプン誘導体は以下の構造
【化３】
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（式中、ＳＴ－Ｏはデンプン分子または化工デンプン分子を表し（ここで無水グルコース
単位のヒドロキシ基の水素は以下のように置換されている）、
ＲはＨまたはＣＨ3であり、
Ｒ’はＨ、ＣＨ3またはＣＯＯＭであり、
Ｍは、Ｈ、アルカリ金属、アルカリ土類金属およびアンモニウムから成る群から選択され
た陽イオンであり、
ｎは２または３であり、
Ｒ”はＨまたは炭素原子数１～１８のアルキルである。）
を有する、と、
ｂ）エマルジョンの質量に対して約０．１～５０質量％の、以下の式
【化４】

（式中、ｌは０～３００であり、ｍは１～４０であり、ｙは４～４０であり、ｚは０～４
０であり、ｙ：ｚの質量比は約１００：０～約０：１００であり、Ｒは、水素、炭素原子
数１～１６のアルキル、アルコキシおよびアシル基から選択される。）
を有するジメチコーンコポリオール
の組み合わせを含有する油相と、水相とを含む水中油型エマルジョンに関する。
【０００７】
本発明は、上で定義され本願において後で詳しく定義されるような乳化剤としての、油相
がａ）アミノ－多カルボキシレートデンプン誘導体、キサンガム、ヒドロキシエチルセル
ロースおよびヒドロキシプロピルデンプンフォスフェートから成る群から選択された多糖
類と（ｂ）ジメチコーンコポリオールの組み合わせを含有する水中油型エマルジョンを含
む化粧用組成物も包含する。
【０００８】
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（発明の詳細な説明）
本発明の水中油型エマルジョンは、油相中の乳化剤としての選択された多糖類とジメチコ
ーンコポリオールの組み合わせおよび水相を含有する。多糖類とジメチコーンコポリオー
ルの組み合わせは、油相中で用いられる時に本発明の水中油型エマルジョンのために乳化
を生じさせ、そして一般的なエマルジョン組成物中で用いられてきた従来型で公知の乳化
剤を置き換える。本発明において用いられる多糖類は、デンプン、ゴム、セルロースまた
はそれらの誘導体であることが可能である。デンプンは、天然デンプンであろうと、ある
いは変換（ｃｏｎｖｅｒｔｅｄ）デンプンであろうと、幾つかのデンプンのどれであって
もよい。こうしたデンプンには、トウモロコシ、馬鈴薯、小麦、タピオカ、米、サゴ、モ
ロコシ、ワキシートウモロコシ、ワキシー馬鈴薯およびワキシー米などのワキシーデンプ
ンを含むあらゆる植物源から誘導されたデンプンおよび高アミローストウモロコシなどの
高アミロースデンプン、すなわち、アミロース含有率が少なくとも４０質量％、より特に
少なくとも６５質量％のデンプンが挙げられる。例えば、酸および／または熱の加水分解
作用によって製造されたデキストリン、酵素変換または緩酸加水分解によって製造された
流動性または低粘性変性（ｔｈｉｎ　ｂｏｉｌｉｎｇ）デンプン、および次亜塩素酸ナト
リウムなどの酸化剤による処理によって製造された酸化デンプンなどの、前者の基材のい
ずれかから誘導された変換製品も挙げられる。ヒドロキシアルキル化デンプンまたはエー
テル化デンプン、例えば、ヒドロキシプロピルデンプン、エステル化デンプン、例えば、
アセチル化されたカチオンおよびアニオンデンプンおよび架橋デンプンなどの誘導体化デ
ンプンも挙げられる。有用な多糖類ゴムには、キサンタンガム、グアーガム、ローカスト
ビーンガム、タラミンド（ｔａｒａｍｉｎｄ）、アラビアゴム、アルギネートおよびゲラ
ン（ｇｅｌｌａｎ）が挙げられる。有用なセルロース材料には、セルロースおよびセルロ
ース誘導体、例えば、カルボキシアルキルセルロース、ヒドロキシアルキルセルロースお
よび特に炭素原子数１～４のアルキルを有するセルロース誘導体が挙げられる。
【０００９】
特に有用な多糖類には、アミノ－多カルボキシレートデンプン誘導体、キサンタンガム、
ヒドロキシエチルセルロースおよびヒドロキシプロピルデンプンフォスフェートから成る
群から選択された多糖類が挙げられる。好ましくは、多糖類は、前に記載されたような構
造ＩまたはＩａの一つを有するアミノ－多カルボキシレートデンプン誘導体である。これ
らのデンプン誘導体は、１９９６年１月６日にソージャー（Ｒ．Ｗ．Ｓｅｗｇｅｒ）らに
発行された米国特許第５，４８２，７０４号に記載されたようにデンプンを選択されたア
ミノ－多カルボキン酸試薬と反応させることにより製造することが可能である。アミノ－
多カルボキン酸試薬は以下の式を有する。
【化５】
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式中、Ｘはハロゲンであり、ＲはＨまたはＣＨ3であり、Ｒ’はＨ、ＣＨ3またはＣＯＯＭ
であり、ｎは２または３であり、Ｒ”はＨまたは炭素原子数１～１８のアルキルである。
【００１０】
上で定義した試薬ＩＩＩおよびＩＩＩａは、アミノアルコールと、活性化オレフィンを含
有する選択されたエステルとの間のミカエル反応、その後のハロゲン化によって生成する
。その生成には、デンプン基材の水性スラリーまたは水性分散液のいずれかを用いて、選
択された多カルボキシレート試薬ＩＩＩまたはＩＩＩａを水性媒体中のデンプン基材と反
応させることが関わる。アミノ－多カルボキシレートデンプン誘導体の製造のより詳しい
説明は、上述した米国特許第５，４８２，７０４号において見ることができる。この特許
は本明細書に引用して援用する。
【００１１】
アミノ－多カルボキシレートデンプンエーテル誘導体ＩおよびＩａの製造に際して使用で
きる適用可能なデンプン基材は、トウモロコシ、馬鈴薯、小麦、米、サゴ、タピオカ、ワ
キシートウモロコシ、モロコシ、オートムギを含むあらゆる植物源、高アミロースデンプ
ン、すなわち、高アミローストウモロコシなどのアミロース含有率が約４５質量％より多
いデンプンなどから誘導することが可能である。例えば、酸および／または熱の加水分解
によって製造されたデキストリン、次亜塩素酸ナトリウムなどの酸化剤による処理によっ
て製造された酸化デンプン、酵素変換または緩酸加水分解によって製造された流動性また
は低粘性変性デンプン、ならびにエーテルおよびエステルなどの誘導デンプンを含む、後
者の基材のいずれかから誘導された変換製品も挙げられる。デンプンエステルは、デンプ
ンエーテルを製造するために必要とされる反応条件にさらされた時に加水分解を受ける。
混合デンプンエーテル／エステルを必要とする場合、エーテル置換基を最初に反応させ、
その後エステル化しなければならないことは当業者に対して明らかである。中間デンプン
エーテルを直接エステル化することが可能であるか、あるいはエステル化の前に単離し精
製することが可能である。デンプン基材は、粒状デンプンまたは糊化デンプン、すなわち
、非粒状デンプンであってもよい。
【００１２】
上述したような本発明の好ましいデンプン誘導体ＩおよびＩａは、Ｒ、Ｒ’およびＲ”が
水素であり、Ｍが水素であり、ｎが２である誘導体、より特に構造Ｉを有する誘導体であ
る。デンプン基材は好ましくは馬鈴薯デンプンである。また、デンプン基材および生成デ
ンプン誘導体をカチオン基などの他の基でさらに誘導するか、あるいは化工することが可
能である。特に有用なカチオンデンプンは、２－ジエチルアミノエチルクロリドなどの第
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三アミノアルキルデンプンエーテルおよび２，３－エポキシプロピルトリメチルアンモニ
ウムクロリドなどの第四アンモニウムデンプンエーテルである。
【００１３】
本発明において用いられる上述した式ＩＩのジメチコーンコポリオールは、有機ポリシロ
キサン－ポリオキシアルキレンポリマー組成物である。このポリシロキサンポリエーテル
コポリマーは、ジメチコーンコポリオールという名称によって更に識別される。これは、
特定のポリシロキサンポリエーテルコポリマーに関してＣｏｓｍｅｔｉｃ，Ｔｏｉｌｅｔ
ｒｙ　ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ（ＣＴＦＡ）によって指定
された名称である。それは、ワシントンＤ．Ｃ．のＣＴＦＡによって刊行された「Ｉｎｔ
ｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒ
ｙ，６ｔｈ　ｅｄｉｔｉｏｎ，１９９５」に見られるようにダウコーニング（Ｄｏｗ　Ｃ
ｏｒｎｉｎｇ）を含む幾つかの供給業者から入手できる市販製品である。この種の組成物
は、１９９８年５月２６日にマーケイ（Ｌ．Ｍａｒｋｅｙ）に発行された米国特許第５，
７５６，１１２号および１９８７年１０月６日にハイティンガー（Ｒ．Ｈｉｉｔｉｎｇｅ
ｒ）らに発行された米国特許第４，６９８，１７８号において更に開示されている。両方
の特許は本明細書に引用して援用する。式ＩＩによって定義されたジメチコーンコポリオ
ールは、直鎖または分岐であってもよく、ブロックコポリマーまたはランダムコポリマー
であってもよい。好ましくは、ジメチコーンコポリオールは、一個以上のポリシロキサン
ブロックおよび一個以上のポリエーテルブロックを有するブロックコポリマーである。好
ましくは、式ＩＩの有機ポリシロキサン－ポリオキシアルキレンは、１０～４０のｌ、１
～１０のｍ、３～３０のｙ、４～３０のｚ、１００：０～３５：６５のｙ：ｚの質量比を
有し、Ｒは水素またはＣＨ3である。（Ｃ2Ｈ4Ｏ）y（Ｃ3Ｈ6Ｏ）z基の分子量は、代表的
には約１５０～３０００であり、Ｒは好ましくは水素である。
【００１４】
式ＩおよびＩａのアミノ－多カルボキシレートデンプン誘導体または他の選択された多糖
類と式ＩＩのジメチコーンコポリオールの組み合わせは、安定な水中油型エマルジョンを
生成させるに際して特に有用であることが見出された。これらの安定なエマルジョンは、
ジメチコーンコポリオールと共にデンプン誘導体または多糖類を油相に添加し、その後、
油相を水性相または水相と組み合わせてエマルジョンを形成させることにより生成する。
この安定な水中油型エマルジョンは、化粧用組成物の安定性、ならびにデンプン誘導体お
よびジメチコーンコポリオールの互いに対する相溶性およびこうした組成物中で用いられ
る種々の機能性添加剤および配合剤との相溶性のゆえに化粧用組成物中で特に有用である
ことが見出された。
【００１５】
本発明の水中油型エマルジョンの油相は、エマルジョンの質量に対して約０．１～９５質
量％、好ましくは約０．１～１５質量％のアミノ－多カルボキシレートデンプン誘導体ま
たは他の選択された多糖類を含む。この油相は、エマルジョンの質量に対して約０．１～
５０質量％、好ましくは約０．１～１０質量％のジメチコーンコポリオールも含有する。
さらに、この油相は、他の従来の油性物質、特に油およびワックスなどの化粧上許容でき
る油性物質を含有する。油相中に含めることができる化合物は、一般に、鉱物、動物およ
び植物の油または脂肪、合成エステル、脂肪酸、脂肪族アルコール、より高級な脂肪アル
コール、アルキルアミン、ワックス、いわゆる鉱物脂肪および鉱油、例えば、パラフィン
油、石油、シリコーン油、並びにシリコーン脂肪、シラン、ステロイドおよびステロール
である。油相中のこれらの油性物質は、エマルジョンの質量に対して一般には約０．５～
７５質量％を構成し、すなわち、それらの油性物質は油相からアミノ－多カルボキシレー
トデンプンまたは他の多糖類およびジメチコーンコポリオールを除いたものである。保存
剤、ビタミン、エッセンシャルオイルおよび以下に記載するような他の添加剤および配合
剤も油相に添加することが可能である。
【００１６】
水中油型エマルジョンの水相は、エマルジョンの質量に対して約５～９８質量％、好まし
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くは約２５～９０質量％を構成する。これは、水とアルカリ、アルカノールアミン、多価
アルコールおよび保存剤などの水溶性成分とを含む。以下に記載するような他の添加剤お
よび配合剤も水相に添加することが可能である。
【００１７】
本発明の水中油型エマルジョンは、クリーム、ローション、制汗薬、メイキャップ製品、
日焼け止め剤、シャンプーおよびボディークレンジング製品などの化粧用組成物、医薬品
組成物または薬剤組成物中で特に有用である。化粧用組成物を配合するに当たって、種々
の添加剤または他の配合剤を本明細書に記載されたエマルジョンの油相と水相の両方に含
めることができ、エマルジョンが形成された後に、それらを添加することが可能である。
これらの添加剤または他の配合剤には、皮膚軟化剤、湿潤剤、増粘剤、ＵＶ－ＡおよびＵ
Ｖ－Ｂフィルター物質、保存剤、染料、着色剤、アルファヒドロキシ酸、美観強化剤、例
えば、デンプン、香料および香水、膜形成剤（防水剤）、親水性活性剤または親油性活性
剤、安定剤、充填剤、酸化防止剤、防腐剤、抗かび剤、抗菌剤、他の薬剤および溶媒が挙
げられる。これらおよび他の活性配合剤と機能性配合剤の一種以上の有効量を一般に用い
ることが可能であり、これは、合計で組成物の約０．００１～５０質量％、より特に組成
物の質量に対して約０．１～１５質量％であることが可能である。
【００１８】
本発明のエマルジョン組成物の製造には、一般に、アミノ－多カルボキシレートデンプン
誘導体およびジメチコーンコポリオールに加えて油相成分を一個の容器に添加することが
関わる。その後、この油相を混合しながら約７５～９０℃に加熱する。水および他の水相
成分を組み合わせ、約８０℃に加熱し、もう一個の容器内で混合する。その後、混合しつ
つ水相を８０℃で油相に徐々に添加する。エマルジョンの平均ｐＨは約５～８．０の範囲
であり、酸または塩基の添加によって約２．５～８．５に調節することが可能である。こ
の調節には、一般に、アルファヒドロキシ酸および／またはベータヒドロキシ酸、塩酸ま
たは有機／無機塩基を用いることが可能である。相応する各相に種々の機能性添加剤およ
び配合剤を添加することにより、化粧用エマルジョン組成物は同様な方法で製造される。
【００１９】
以下の実施例は本発明の実施形態をさらに説明している。実施例において、特に注記しな
いかぎり、すべての部および百分率を質量により示し、すべての温度を摂氏で示す。実施
例において記載されたようなＣＥＰＡ馬鈴薯デンプンは化工馬鈴薯デンプンであり、ナシ
ョナルスターチアンドケミカルカンパニ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ　ａｎｄ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）によって商品名Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　Ｓｏｌａｎａｃ
ｅで製造販売されている。
【００２０】
実施例Ｉ
この実施例は、本発明による化粧用水中油型エマルジョン組成物の調製を説明している。
アミノ－多カルボキシレート馬鈴薯デンプン誘導体およびジメチコーンコポリオールを含
む以下に記載された油相成分を組み合わせることにより油相を配合した。馬鈴薯デンプン
を２－クロロエチルアミノジプロピオン酸（以後ＣＰＥＡと呼ぶ）で化工することにより
馬鈴薯デンプン誘導体を調製した。この化工ＣＥＰＡ馬鈴薯デンプンは式Ｉの構造を有す
る。
【００２１】
油相成分を組み合わせ、混合しながら約７５～９０℃に加熱した。水相成分を組み合わせ
、約８０℃に加熱し、その後、混合しながら２０～３０分にわたり温度を８０℃で維持し
つつ水相成分を徐々に油相に添加した。
【００２２】
【表１】
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安定なエマルジョン（４５℃で８週間にわたり）を形成し、そしてこの組成物は、良好な
適合性、レオロジー並びに美観的外観および柔らかい触感をもっていた。
【００２４】
実施例ＩＩ
類似のエマルジョン組成物を実施例Ｉの場合のように調製し（サンプルＢ～Ｆ）、この組
成物は以下の処方であった。
【表２】
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上の化粧用水中油型エマルジョン組成物のすべては安定で相溶性であり、そして良好な流
動学的特性、美観特性および他の機能的特性をもたらした。
【００２６】
実施例ＩＩＩ
ＣＥＰＡ化工馬鈴薯デンプンの代わりにキサンタンガムを用いて、実施例Ｉと類似のもう
一つの水中油型エマルジョン組成物を調製した。サンプルＧ～Ｉを次の通り配合した。
【００２７】
【表３】
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化粧用水中油型エマルジョン組成物Ｇ～Ｉはすべて安定で相溶性であり、そして良好な機
能特性をもっていた。
【００２９】
実施例ＩＶ
ＣＥＰＡ化工馬鈴薯デンプンの代わりにヒドロキシプロピルホスフェート（サンプルＪ）
およびヒドロキシエチルセルロース（サンプルＫ）を用いて、実施例Ｉに類似の化粧用水
中油型エマルジョン組成物を調製した。処方は次の通りであった。
【００３０】
【表４】
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両方の組成物（ＪおよびＫ）は安定で相溶性であり、そして良好な機能特性を示し、よっ
てこれらの組成物は化粧用組成物として有用であった。
【００３２】
実施例Ｖ
実施例Ｉの場合のように別の水中油型エマルジョン組成物を調製し、そしてこれらの組成
物は以下の配合剤を有している。
【００３３】
【表５】
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上の組成の安定なエマルジョンを形成し、これらのエマルジョンは、良好な相溶性並びに
美観特性および柔らかい触感特性をもっていた。
【００３５】
実施例ＶＩ
実施例Ｉの場合のように別の水中油型エマルジョン組成物を調製し、そしてこのエマルジ
ョンは以下の配合剤を有している。
【００３６】
【表６】
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【００３７】
この配合物は、良好な相溶性、美観特性および触感特性をもつ安定なエマルジョンをもた
らした。
【００３８】
実施例ＶＩＩ
実施例Ｉの場合のように別の水中油型エマルジョンを調製し、そしてこのエマルジョンは
以下の配合剤を有している。
【００３９】
【表７】

【００４０】
実施例ＶＩＩＩ
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以下の配合剤を用いて実施例Ｉの場合のように水中油型エマルジョンを調製して、ローシ
ョンを形成した。
【００４１】
【表８】

【００４２】
上で調製されたローションは安定であり、良好な美観的外観と柔らかい触感特性の両方を
もっていた。
【００４３】
実施例ＩＸ
以下の配合剤を有する日焼け止めローションを調製した。相Ａの配合剤を組み合わせ、混
合しつつ７５～９５℃に加熱した。相Ｂの水を８０℃に加熱し、残りの配合剤を混合しな
がら添加した。その後、温度を８０℃に維持し、２０～３０分にわたり連続して混合しな
がら相Ｂを相Ａに徐々に添加した。その後、混合しながら相Ｃを添加し、相Ｄの配合剤を
前もって混合し、４５℃で添加した。
【００４４】
【表９】
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【００４５】
調製された日焼け止めローションは安定であり、良好な美観的外観および柔らかい触感特
性をもっていた。
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